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可能箇所1 1ま しめに

レール底ヨからの康食が原因でレール折損に至る場合がある こ れまでに

階切内レールのほ食を測定できるレーフレ底部商食横蜘器 「FRll-100BJが 開発

され選用しているが 図 -1よ リ レ ール慶部直下のみの機査しか行えない訳

題が残つている そ こて レ ータレ底部全面を測定で=る 探儀器の開発に向けた

基確r‐験を行い 一 定の成果が得られたので以下に報告する

2 測 定器具の続要

測定器に 図 -2に 示すように3つの機器を同期させて使用することにより

題吉波の発信 受 信の調整 信 号処理及びデータの確認 記 勢を行う 1つ は

越音渡波形を見るためのオンロスコープ 2つ 目は超音法の余分な周波数帯域

を時去するための月渡数フィッレ, 3つ 日は超吉渡の発信 受 信させるための

パルサーレシー本を用いた そしてすこれらの測定器に超音波探触子(図
-3)をつ

なざ レ ール底部に探殺子を当てることでFl資が検知で営るかを調本た

0 人 工きずレールにおける測定

0)人 工きすの配列の考え方

形状 大 きさ 位 置 探 触子からの距離の4つ の集作で設定した

O 形 状は立方体とする

② 大 きさは こ 食 廠 食のレール交換基準か 5mmで あることから 5mD

10mェの深さとした 尚  際 の幅についてはさすの深さに合わせる

O 仁 置は レ ール長子方向に4箇所設ける ま たレール底部幅方いにおける

きずの仁置も2本 ターン設ける

O 探 激子の距離については 始 切の幅員を考ぼする

(2)測定内容

ao)の 考え方を考慮し2500mmの 5011新品レール底部に5001nm間隔にI～

Nの 人工きずを設すた 人 工きずを図-4に  人 工き,の 十法 位 置を回-5

に示す こ の試験レールに 探 績子を変えレール底自!両描から超音波を伝繊さ

せた

能箇所

図―i底 部きす検査簡所
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( 3 )測定結果

図―`に 示すように O瑞 部からレール底部表面を伝わる超音波を

伝搬させると 加 工したすべての人工さすを検知することができた

また超吉渡はきずに当たると波が厳表していく性質があるが 本 試験

レールではレールの端から瑞まで超吉波が伝わり 営 ずを見つけるこ

とができた

4 薦 食レールにおける測定

(,測 定内容

図-7底 部=ず 全景
(2)測 定結果

ACの さすの詳細を表-1に  測 定結果

を図―,に 示す こ れらから き すとレー

ル中心との離れが約 2o～5omm位 置にある

深さ3～5m程 度のさすを提えていること

がわかる こ れによりこれまで積知不可能

であつた領域まできずを検知していること

人工きずレールにおける測定結果から,発生した腐食レールを使い 底部魔食を検知するかを調べた 座

部腐食の全告は□-7 探 触子ときすの位置については図-8に 示すように 連定した7つのきずA、Cに対

してO～③で探触子の位置を変え題吉渡を伝播させ きすを検知するか識べた

□-8探 撤子と=す の位置

業 -1譲 定した■すのキな詳細

連定領
時 本 S

(nm)

【●H子 からの離れにm) ほどレール中心
との雄れい m)

衛の幅
( n n )1 ビ 0

A 0 00 0ヽ0 204 52 i0

B 5 ,0 Ⅲ02 200 20 17

0 5 70 “00 241 ?1 12

0 4 01 174 247 02 23

E 4 00 170 251 44 00

● 4 00 Ⅲ01 254 2 07

G 0 H00 105 200 0 卒

が考えられる ま た 園 -9に 示すように 超 音渡が底部表面

を伝級することで一定な値をもつて減表していることがうかか

える 従 つて こ の渡形に一定の基準綜を引くと そ の感準線

から超えた渡形が概ねきすであることがこの結果から推定でき

る

0 ま とめと今後の進め方

①人工きすのレールBt定では 25m程 度のレールに超青波を伝

搬させると 加 工した全ての 5mm 10-深 さの人工きずを

提えることができた

Ⅲ Ⅲ

図―,① からの測定結果

②腐食レールの測定については 腐食深さが 3-以 上であれば きすとレール中心の距離に左右されず提

えられる可能性を導くことができた

0今後は 滋長率を考慮した解析を行うことで きすのFf定は大きく飛躍することか考えられる
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図-60端 部からの測定結果
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